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1 はじめに

インターネットの普及により，母語を用いた多言語

間コミュニケーションを実現するために，機械翻訳サー

ビスが利用されつつある．例えば，NPOパンゲアらに

よる「YMC-Viet Project」は，ベトナムの児童と日本

の農業専門家がコミュニケーションを行う試みである．

これは，言語グリッド [1]上で日英翻訳と英越翻訳を組

み合わせた翻訳連携サービスを用いて行われているが，

複数の翻訳サービスを連携させるため，知識伝達上の

誤りや，情報の喪失が生じる．本研究では，この問題

に対して，人による翻訳リペアサービスがどのように

作業にかかわるのが効果的か分析を行う．

2 関連研究

Kitaら [3]は多言語間の知識伝達において，多くの

場合正確に翻訳されず，知識フローが機能しないこと

が誤理解を生じさせるとし，YMC-Viet Projectを調

査し，知識伝達モデルの改善を提案した．これにより

高い品質の文章を得ることに成功したが，Bridger（人

手による翻訳文書き換えサービス）のコストが高く長

期間知識伝達が行えないといった問題点が存在する．

3 提案

実用的な翻訳連携サービスフローで，Bridgerが介在

する場合，その書き換えコストへの配慮をしつつ，翻

訳品質をどのように確保するかを検討する必要がある．

本研究では，翻訳連携サービスに含まれる人による翻

訳文の書き換えサービスが，情報伝達においてどのよ

うに情報補完を行うかを分析・考察する．図 1のよう

な知識伝達フローにおいて，原文書き換えサービスと

は，機械翻訳の入力文である英語をリペア作業を指す．

しかし，非ネイティブである日本人が英語をリペアす
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るコストは大きいと予測される．そのため，図 1の翻

訳パスにおいて非英語ネイティブである日本人が英語

をリペアした実験結果と，日本語をリペアした結果を

比較・考察する．この書き換え実験を行うための実験

装置は，原文を表示し，それを編集欄で書き換え可能

なインタフェース，書き換える原文DB，書き換え作業

工程のログ DBで構成されている．本研究では，多言

語工房 [2]ライブラリを介して，言語グリッド [1]サー

ビスに接続し，機械翻訳サービスや専門用語辞書サー

ビスを利用している．
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図 1: 知識伝達フロー

4 実験概要

本研究では，図 2のとおり，3種類の実験フローを

設定する．システムを使うユーザはインタフェース上

に表示された原文を読み，翻訳サービスを通す前の文

章が保持していた情報を意味推測し，流暢さと正確さ

を兼ね備えた日本文に書き換える作業を行う．被験者

はそれぞれ A : 3名，B : 9名，C : 3名である．
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図 2: 実験フロー
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5 結果と考察

実験結果について，リペア作業コストと日本文の品

質の側面から評価・比較を行った．品質評価指標とし

て，流暢さ (Fluency)と正確さ (Adequacy)を用い [4]，

実験文の原文となる用例対訳文（日本文）に対し，実

験で得られた文を比較する形式で行った．

表 1: 品質による比較結果

原文 実験 A 実験 B

流暢さ (pt) 1.78 3.48 2.85
正確さ (pt) 2.02 2.77 2.77

表 1により，実験A・Bとも文章の品質は向上してい

る．実験Aの流暢さは 3.48ptとなっており，実験Bの

結果に比べて大幅に高い値になっている．これは，日

本人が母国語である日本語を直接リペアしたため，流

暢さを保った日本語になっていると思われる．一方，正

確さの評価は，どちらも 2.77ptという値になった．こ

れにより，出力文をリペアする手法でも入力文をリペ

アする手法と同程度の意味を保持した日本文へのリペ

アが可能であることが分かる．

　 表 2: 作業コストによる比較結果

実験 A 実験 B

作業時間 (秒) 162.2 473.3
書き換え回数 (回) 1.2 9.5

表 2は，実験Ａと実験Bの作業コストの比較である．

実験 Bの平均作業時間が 473.3秒なのに対し，実験 A

の平均作業時間は 162.2秒となり，大幅に作業時間が

短くなっている．また，書き換え回数においても，実

験 Bの平均書き換え回数が 9.5回なのに対し，実験 A

では 1.2回と大幅に回数が減っている．被験者は非英

語ネイティブであり，日本語を母国語としているため

作業コストが大幅に低減していると考えられる．　

　次に，実験 Cで得られた結果を，リペア作業コスト

と文の品質の両面から評価する．

表 3: 全実験の品質比較

原文 実験 A 実験 B 実験 C

流暢さ (pt) 1.78 3.48 2.85 4.08
正確さ (pt) 2.02 2.77 2.77 3.49

表 3より，実験Cの流暢さの評価結果は 4.08ptとな

り，実験 Bより大幅に上昇している．また，正確さも

3.49ptとなった．よって，実験 Cより得られた文章は

一定の正確さを保持していると言える．

表 4: 作業コスト
実験 C フロー全体

作業時間 (秒) 133.4 606.6
書き換え回数 (回) 1.2 10.7

実験 Bと実験 Cの作業コストの合計が知識伝達フ

ローの総コストとなる．表 4で示されるとおり，総コ

ストは非常に高くなっている．よって高品質な文を得

ることと作業コストはトレードオフの関係があると言

える．

6 おわりに

本研究では，翻訳連携サービスによる多言語間コミュ

ニケーションにおいて，原文書き換えサービスがどの

ように作業に介入すべきかを分析した．後工程として

リペアサービスを配置し出力文である日本語をリペア

することで，入力文である英語をリペアした結果と比

較して流暢な文章を得，コスト面では大幅に削減でき，

また同程度の意味を保持した文章へ書き換えることが

できる可能性を示すことに成功した．今後の課題とし

て，様々な翻訳連携サービスを用いて行われる実践現

場においても，本研究と同等の効果が得られるか検証

する必要がある．
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